
【校長のつぶやき】今年は、本当に大変な年になりました。これ以上ひどくならないことを祈るばかりです。良かったこと

もあります。人の素晴らしさにたくさん触れられたことです。大変な時こそ、人の素晴らしさがよく分かりますよね。 
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第 2学期終業式 
 ２３日（水）が臨時休業日となったために１日少なくなってしまいましたが、第２学期の終業式
を迎えることができました。これも偏に保護者の皆様の御協力のお陰と心より厚く感謝申し上げま
す。 
 新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、１学期は様々な活動を延期もしくは中止せざるを
得ない状況が続きました。子どもたちのためにも、２学期は「できない」ではなくて、「どうした
らできるか」という考え方で進めて参りました。様々な活動を実施できましたのも、保護者の皆様
の御理解と御協力があってこそです。改めて、感謝申し上げます。 
 保護者の皆様から見たお子様の様子（成長ぶり）はいかがでしょうか。このようなコロナ禍であ
っても、お子様一人ひとりが様々な活動を通して得ることができた資質や能力が高まっていると保
護者の皆様も感じられるのではないでしょうか。 
 私たち教職員もお子様一人ひとりが大きく成長できたと実感しております。 
 これは家庭と学校の連携がうまくいっていることが大きな要因であると思います。中野小学校の
素晴らしいところは、保護者の皆様が本校の教育活動に御理解と御協力をいただき、家庭と学校と
の望ましい連携が図られているところだと思います。特に、「学び」は学校だけの力では高まりま
せん。御家庭での学びもあってこそ、真の学びになるのだと思います。 
 これから冬休みに入りますが、４月の進級を見据え２学期の学びがさらに深まった状態で３学期
を迎えられるよう、お子様との有意義なかかわりをよろしくお願いいたします。 
 改めまして、４月から大変お世話になりました。どうか、御家族でよいお年をお迎えください。 

福島市新型コロナ緊急警報 
 １２月１９日（土）に市内において大規模なクラスターが確認され、新型コロナウイルス感染

症の感染が広がっていることから、１２月２０日（日）に「福島市新型コロナ緊急警報」が発令

されました。 

 保護者の皆様におかれましては、臨時休業の主旨を御理解いただき、不要不急の外出を控え

る、マスク着用や手洗い等の感染予防対策を徹底する等御協力をお願いいたします。 

※ 不要不急の外出を避け、自宅において健康観察や感染予防をお願いいたします。 

※ お子様や御家族の中で発熱や嘔吐等、体調に変化がある場合には、受診・相談センターに御

相談いただくとともに、学校にも連絡をお願いいたします。 

 

受診・相談センター  ０１２０－５６７－７４７  ２４時間対応 

 

「主体性」と「勝手」、「自主性」と「放任」 
 『主体性や自主性は重要です。しかし、「主体性」と「勝手」、「自主性」と「放任」は違いま

す。その両者のバランスが大事になるわけですが、子どもたちにはその調整がうまくできませ

ん。指導者や保護者が子どものやりたいようにやらせた結果、道を踏み外してしまう可能性もあ

ります。』（総合教育技術 ２０２１年１月号 小学館より引用）これは、高校野球の名門花巻東

高校野球部監督、現メジャーリーガーの菊池雄星選手や大谷翔平選手を育てた佐々木 洋さんの

言葉です。とても重い言葉であり、忘れてはならない言葉だと思います。子どもが２０歳になる

までは、大人が上手に関わってあげなければならないのですよね。もちろん愛情をもって。 


